
校 長 田畑 悦郎

令和６年度がスタートし，ひと月半がたちました。
鶴田っ子たちは，４月の始業式以来，新しい環境にも

慣れ，順調に学校生活を送っています。１３人の元気な
１年生も，小学校生活にすっかり溶け込み，９４人全員
がにこにこ笑顔で過ごしています。

たったひと月たっただけですが，子どもたちの顔が，何となくたくましく見えてきました。
二年生は，一年生が入学してきたことで，お兄さん・お姉さんの自覚が出てきています。６
年生は最上級生，５年生も高学年ということで，委員会活動や縦割り班掃除のリーダーとし
て，さらにやる気を持って活動しています。
前置きが長くなってしまいましたが，『家庭学習のさせ方』で悩んでいらっしゃる保護者
の皆様が多いと聞きます。子どもに家庭学習をさせる上で大切なことは，『起きる時刻・寝
る時刻・家庭で学習を始める時刻，この３つの時刻を，親子で話し合ってしっかり決め，実
行する。』ということに取り組むことが大事です。

学校へ着く時間から逆算して，起床時間を決めましょう。『通学時間
＋（プラス）起きてから家を出るまでにかかる時間（朝食・トイレ・身
支度など）』を考えてみましょう。

子どもに必要な睡眠時間を，先程決めた起床時刻から差し引いて，就寝時刻を決めましょ
う。「この時間までに寝ないと」というデッドラインを設けることで，集中力が高まります。

就寝時刻が決まったら，家庭学習開始時刻を決めましょう。就寝時刻から逆算すると，学
習開始時刻が決まります。
何時から，どこで勉強するかを決めて，毎日崩さず繰り返すことだけ意識す

ると，いつしかその他の生活時間を勉強時間に合わせて過ごすようになります。
結果，これが継続へとつながり，挫折や自然消滅を防ぐ事になります。
また，「家庭学習終了時刻」はあえて決めず，気分がのった日はたくさん勉

強して，疲れているときは早めに切り上げるようにしましょう。疲れて集中力
が落ちているのに無理に机に向かって，学習時間だけを積み重ねても，あまり
意味はありません。ただし，疲れていても決まった時間に勉強を開始し，でき
るところまでがんばってみることが大切なのです。
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